第　45　回　施設処遇検討会議　議事録

H21.3.30　13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　出席者：小笠原嘉紀・三浦理見・向奈津美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出貝梢・中村文洋・小坂和子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・長谷部Ｓ.Ｇ.Ｍ

　清水Ｓ.Ｇ.Ｍ秋山・Ｓ.Ｇ.Ｍ・上平ユリ子)
　　　　　　　　　　　　　　記　録：小坂和子

議題

１：岩織　由美子様（青山荘入所者様）の処遇について

２：小野寺　ノリ様（青風荘入所者様）の処遇について

３：川口　八寿子様（青明舎利用者様）の処遇について

１：岩織　由美子様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症

＜問題点＞

①家族支援について

· 定期的な面談を実施し、家族・本人の役割を再確認する。その際は、娘様にも面談に同席して頂くよう調整する。

· 青山荘での面談から自宅訪問へと繋げ、家族調整や日中活動等について本人・家族共に検討し具体化していく。

· 面談時、自宅での本人の様子や家族の対応等について傾聴・アドバイス・青山荘での対応について意見交換を行い家族のストレス軽減を図る。

②日中活動について

· 荘内では、ソファに座り過ごすことが多いため、体力の維持・向上の為にウォーキングや散歩等を行う。

· 退所後は、自宅生活となり休日だけでなく平日自宅で過ごす事となる。その為、週末の外泊だけでなく、日中の自宅への外出を提案今後の生活に近づけるような支援を行っていく。

· 退所に向け、定期的な面談を行い、日中活動やデイケアの振り返り、退所後の1週間のスケジュール等について確認を行っていく。

③服薬について

· 服薬ボードの設置できているが、定時より早く服用することがある。薬包に書いた日付と飲む日が異なっていることがある。本人と服薬の振り返りを行うと共に、服薬ボード設置時や服用時は職員が確認するようにする。

＜評価＞

５月末退所予定となっているが、退所に向けての面談では娘様が同席していない為、保護者と共に交えてデイケア（本人様談では家族が利用しなくてよいと言っている）の利用目的を理解して頂き、本人が篭もりきりの生活にならないようまた、ご家族の精神的負担にならないよう配慮しながらも関係機関と情報共有して支援していく。最近、忘薬や当日の日付ではない薬を服用したりする為、確実な服用ができるようご家族へも見守りをお願いする。また、夫様からＤＶの被害もある様子のため、訪問看護も取り入れ状況確認していく。

２：小野寺　ノリ様（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：眼科・皮膚科通院中（病名は未確認）

＜問題点＞

1 認知症の進行・身体機能・生活レベルの低下

· 事前に日課の確認をし、手順を説明しながら自分で行なえる事は行って頂き、できない場合は、スタッフが介入し確認しながら一緒に行なう。

· 休日や余暇時の活動を拡大していく。（散歩や趣味活動の拡大）

· カレンダ－作成は本人も忘れる事なく自らも進んで行っている為、今後も継続させ、余暇の趣味活動を拡大していく。

· プログラム等での運動の機会を多く設定し、機能低下の予防と体重の減少を図る。（体重維持と筋力維持）

· その都度、声掛して今何をしているか、何をしなければならないか本人が分かるように声がけしていく。

· 本人の生活状況等把握し、主治医へ定期的に現状を報告する。（指示あれば心理検査やMRI実施。）

2 保清面（歯磨き、入浴準備、自室掃除が出来ない）

· 毎食後、歯磨きや身だしなみの声掛けをし、見守り確認を行なう。定期的にスタッフが入れ歯の洗浄を行なう。

· 入浴時は、着替え準備の声掛けをし、出来ていない場合にはスタッフと一緒に行なう。入浴日は一緒に洗濯もできるように適宜促す。

· 自室の掃除に関しては、定期的に声掛けし、スタッフ見守りで行なう。

＜評価＞
入浴の準備や、いま何をするべきなのか分からなくなる事があるが、一緒に行なうことで出来ている。時折、その事で他者より指摘されてもユ－モアで切り返している為トラブルに至ることはあないが、場合によってはスタッフが介入する。カレンダ－作りや毎日の日めくりも忘れることなく行なっており、脳トレのためにも今後も継続していき、身体機能低下・日課等の生活レベルを落とさないよう見守りながら支援していく。

３：川口　八寿子様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：躁うつ病　　　　合併症：なし

＜支援内容＞

1 うみねこ幸房正式利用

· うみねこ幸房から定期的に情報収集し、本人の作業の様子と評価について確認を行う。また、必要時にはデイケアも交えてケース会議を実施する。

· 申請手続きや更新手続きについては、青明舎が介入し確認や助言を行う。

· 幸房利用回数については、主治医の意向に沿って調整を行い、関係機関でも統一した介入を行う。

・ 本人の言動を観察し、背景にある病状変化に早く気付くよう、関係機関で情報共有を行う。
＜評価＞
本人様は自身のレベルを他者と比較し、その事が病状変化になる方なため、本人様の様子に変化が見られた際は声かけし、違いがあって当然である事を理解できるよう説明しながら支援する。幸房とも情報供給しながら見守っていく。







